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件 　　　名 提　出　者 審査委員会  委員会
結果

本会議での
結果と措置

国内農業を犠牲としない日米関
税交渉などを求める請願

清水町農民連盟
執行委員長　大槻　悟 総務産業 採　択 採　択

意見書を提出

令和７年度北海道最低賃金改正
等に関する請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会
会長　中村　暁子

総務産業 採　択 採　択
意見書を提出

2026 年度地方財政の充実・強化
に関する請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会
会長　中村　暁子

総務産業 採　択 採　択
意見書を提出

義務教育費国庫負担制度堅持・
負担率２分の１への復元など教
育予算拡充とゆたかな学びを求
める請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会
会長　中村　暁子

厚生文教 採　択 採　択
意見書を提出

道教委「これからの高校づくり
に関する指針」（改定版）を見直
し、すべての子どもにゆたかな
学びを保障する高校教育を求め
る請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会
会長　中村　暁子

厚生文教 採　択 採　択
意見書を提出

意 

見 

書

▼
国
内
農
業
を
犠
牲
と
し

な
い
日
米
関
税
交
渉
な
ど

を
求
め
る
意
見
書
（
一
部

抜
粋
）

　

日
米
関
税
交
渉
に
お
い
て
、

食
料
安
全
保
障
の
観
点
に
立

ち
、
国
内
農
業
を
犠
牲
に
し

た
交
渉
は
行
わ
な
い
よ
う
、

下
記
事
項
を
要
望
い
た
し
ま

す
。

①
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
等
の
違
反
で

あ
る
日
米
関
税
交
渉
に
お
い

て
、
自
動
車
や
ア
ル
ミ
・
鉄

鋼
等
の
追
加
関
税
や
相
互
関

税
を
回
避
す
る
た
め
、
農
産

品
の
輸
入
拡
大
・
関
税
の
削

減
、
検
疫
措
置
の
緩
和
な
ど

国
内
農
業
を
犠
牲
に
し
た
交

渉
は
行
わ
な
い
こ
と
。

②
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
で
掲
げ
る
目
標

等
を
確
実
に
実
行
す
る
た
め
、

改
正
基
本
法
で
掲
げ
る
食
料

安
全
保
障
の
確
保
が
果
た
さ

れ
る
よ
う
、
国
内
の
農
業
生

産
の
増
大
を
基
本
に
、
生
産

基
盤
の
維
持
・
強
化
、
担
い

▼
令
和
７
年
度
北
海
道
最

低
賃
金
改
正
等
に
関
す
る

意
見
書
（
一
部
抜
粋
）

　

北
海
道
労
働
局
及
び
北
海

道
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に

お
い
て
は
、
令
和
７
年
度
の

北
海
道
最
低
賃
金
の
改
正
に

当
た
っ
て
、
以
下
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま

す
。

①
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査

の
北
海
道
に
お
け
る
短
時
間

労
働
者
の
平
均
時
間
額
や
民

間
の
求
人
時
間
額
な
ど
を
参

考
と
し
て
、
最
低
賃
金
を
大

幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

②
設
定
す
る
最
低
賃
金
は
、

道
内
高
卒
初
任
給
時
間
換
算

額
「
時
間
額
１
１
２
６
円
」

を
下
回
ら
な
い
水
準
に
改
善

す
る
こ
と
。

③
賃
上
げ
の
原
資
確
保
の
た

め
、
公
正
取
引
を
促
す
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

の
宣
言
企
業
拡
大
を
進
め
る

請 願 審 査
　６月定例会前に受理した町民からの請願は５件でした。
　常任委員会に審査を付託した結果、次のとおり決定
　しました。

手
の
育
成
確
保
な
ど
の
新
た

な
予
算
を
十
分
に
確
保
す
る

こ
と
。　
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▼
２
０
２
６
年
度
地
方
財

政
の
充
実
・
強
化
に
関
す

る
意
見
書
（
一
部
抜
粋
）

　

２
０
２
６
年
度
政
府
予
算

ま
た
地
方
財
政
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
現
行
の
地
方
一

般
財
源
水
準
確
保
よ
り
積
極

的
に
踏
み
だ
し
、
社
会
全
体

と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
賃

上
げ
基
調
に
も
相
応
す
る
人

件
費
の
確
保
を
含
め
た
地
方

財
政
を
実
現
す
る
よ
う
、
以

下
の
事
項
を
求
め
ま
す
。

①
社
会
保
障
の
充
実
、
地
域

活
性
化
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
、
脱

炭
素
化
、
物
価
高
騰
対
策
、

防
災
・
減
災
、
地
域
公
共
交

通
の
再
構
築
な
ど
、
増
大
す

る
地
方
公
共
団
体
の
財
政
需

要
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と

も
に
、
現
行
の
水
準
に
と
ど

ま
ら
な
い
、
よ
り
積
極
的
な

地
方
財
源
の
確
保
・
充
実
を

は
か
る
こ
と
。

②
地
域
医
療
を
確
保
す
る
た

め
、
公
立
病
院
を
含
め
た
医

療
機
関
へ
の
財
政
支
援
と
必

要
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

③
子
育
て
対
策
、
介
護
や
生

活
困
窮
者
の
自
立
支
援
な
ど
、

よ
り
高
ま
り
つ
つ
あ
る
社
会

保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
、

引
き
続
き
、
地
方
単
独
事
業

分
も
含
め
た
、
十
分
な
社
会

保
障
経
費
の
拡
充
を
は
か
る

こ
と
。
と
く
に
、
こ
れ
ら
の

分
野
を
支
え
る
人
材
確
保
に

む
け
た
自
治
体
の
取
り
組
み

を
十
分
に
支
え
る
財
政
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

④
地
方
交
付
税
の
法
定
率
を

引
き
上
げ
る
な
ど
し
、
引
き

続
き
臨
時
財
政
対
策
債
に
頼

ら
な
い
、
よ
り
自
律
的
な
地

方
財
政
の
確
立
に
取
り
組
む

こ
と
。
ま
た
、
地
域
間
の
財

源
偏
在
性
の
是
正
に
む
け
て

は
、
所
得
税
や
偏
在
性
が
よ

り
小
さ
い
消
費
税
を
対
象
に

国
税
か
ら
地
方
税
へ
の
税
源

移
譲
を
行
う
な
ど
、
よ
り
抜

本
的
な
改
善
を
行
う
こ
と
。

⑤
政
府
と
し
て
減
税
政
策
を

検
討
す
る
際
は
、
地
方
財
政

を
棄
損
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
あ
ら
か
じ
め
「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
」
を
活
用
す

る
な
ど
し
、
特
段
の
配
慮
を

行
う
と
と
も
に
、
地
方
財
政

へ
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
場

合
は
、
確
実
に
そ
の
補
填
を

行
う
こ
と
。

⑥
「
地
方
創
生
推
進
費
」
と

し
て
確
保
さ
れ
て
い
る
１
兆

円
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
財

政
需
要
に
お
い
て
不
可
欠
な

規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
恒

久
的
財
源
と
し
て
よ
り
明
確

に
位
置
付
け
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
一
部
に
お
い
て
導
入
さ

れ
て
い
る
行
革
努
力
や
取
組

の
成
果
に
応
じ
た
算
定
方
法

は
、
標
準
的
な
行
政
水
準
を

保
障
す
る
と
い
う
地
方
交
付

税
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
こ

と
か
ら
、
今
後
採
用
し
な
い

こ
と
。

⑦
会
計
年
度
任
用
職
員
に
お

い
て
は
今
後
も
当
該
職
員
の

処
遇
改
善
や
雇
用
確
保
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
、
そ
の
財
政
需
要
を
十

分
に
満
た
す
こ
と
。

⑧
諸
手
当
等
の
支
給
水
準
が

国
の
基
準
を
超
え
て
い
る
自

治
体
に
対
す
る
特
別
交
付
税

の
減
額
措
置
に
つ
い
て
、
地

域
手
当
は
そ
の
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
た
も
の
の
、
寒
冷
地

手
当
、
期
末
・
勤
勉
手
当
等

に
つ
い
て
は
依
然
、
そ
の
措

置
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
自
治
体
の
自
己
決
定
権

を
尊
重
し
、
こ
れ
ら
の
減
額

措
置
を
早
期
に
廃
止
す
る
こ

と
。

⑨
自
治
体
業
務
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
・
共
通
化
に
む
け
て

は
、
そ
の
移
行
に
係
る
経
費

は
も
と
よ
り
移
行
の
影
響
を

受
け
る
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経

費
や
大
幅
な
増
額
が
見
込
ま

れ
る
シ
ス
テ
ム
運
用
経
費
ま

で
含
め
、
必
要
な
財
源
を
補

填
す
る
こ
と
。
ま
た
、
戸
籍

等
へ
の
記
載
事
項
に
お
け
る

「
氏
名
の
振
り
仮
名
」
の
追

加
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
・
運
転
免
許

証
の
一
体
化
な
ど
、
自
治
体

Ｄ
Ｘ
に
と
も
な
う
シ
ス
テ
ム

改
修
や
事
務
負
担
、
人
件
費

の
増
大
が
想
定
さ
れ
る
際
は
、

十
分
な
財
政
支
援
を
行
う
こ

と
。

⑩
地
域
の
活
性
化
に
む
け
て
、

そ
の
存
在
意
義
が
改
め
て
重

視
さ
れ
て
い
る
地
域
公
共
交

通
に
つ
い
て
、
公
共
交
通
専

任
担
当
者
の
確
保
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
普
通
交
付
税

の
個
別
算
定
項
目
に
位
置
付

け
、
一
層
の
施
策
充
実
を
は

か
る
こ
と
。

⑪
人
口
減
少
に
直
面
す
る
小

規
模
自
治
体
を
支
援
す
る
た

め
、
段
階
補
正
を
拡
充
す
る

な
ど
、
地
方
交
付
税
の
財
源

保
障
機
能
・
財
政
調
整
機
能

の
強
化
を
は
か
る
こ
と
。

⑫
自
治
体
の
行
う
事
業
に
お

い
て
、
労
務
費
の
適
切
な
価

格
転
嫁
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
、

必
要
な
財
政
支
援
を
行
う
こ

と
。

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
・
負
担
率
２
分

の
１
へ
の
復
元
な
ど
教
育

予
算
拡
充
と
ゆ
た
か
な
学

び
を
求
め
る
意
見
書
（
一

部
抜
粋
）

　

国
に
お
い
て
は
、
義
務
教

育
費
無
償
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
、
当
面

負
担
率
１
/
２
へ
の
復
元
、

早
急
に
実
効
性
の
あ
る
教
職

員
の
超
勤
・
多
忙
化
解
消
、

「
30
人
以
下
学
級
」
の
実
現

な
ど
、
学
校
が
ゆ
た
か
な
学

び
の
場
と
な
る
よ
う
、
以
下

の
項
目
に
つ
い
て
地
方
自
治

法
第
99
条
に
も
と
づ
き
、
教

育
予
算
の
確
保
・
拡
充
、
就

学
保
障
の
充
実
を
は
か
る
よ

う
意
見
し
ま
す
。

①
国
の
責
務
で
あ
る
教
育
の

機
会
均
等
・
水
準
の
最
低
保

障
を
担
保
す
る
た
め
、
義
務

教
育
費
を
無
償
と
す
る
よ
う

求
め
ま
す
。
少
な
く
と
も
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

を
堅
持
し
、
当
面
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
金
の
負
担
率

を
１
/
２
に
復
元
さ
れ
る
よ

と
同
時
に
、「
労
務
費
の
適

切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交

渉
に
関
す
る
指
針
」
を
推
し

進
め
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
を
図
る
こ
と
。
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▼
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道

の
実
現
に
資
す
る
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
施
策
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書
（
一
部
抜
粋
）

本
道
の
森
林
を
将
来
の
世

代
に
引
き
継
ぎ
、
環
境
へ
の

負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会

の
形
成
に
貢
献
す
る
た
め
に

は
、
活
力
あ
る
森
林
づ
く
り

や
道
産
木
材
の
利
用
、
防
災
・

減
災
対
策
を
一
層
進
め
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現

に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
施
策
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、国
に
お
い
て
は
、

次
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

①
地
球
温
暖
化
や
山
地
災
害

の
防
止
な
ど
森
林
の
多
面
的

機
能
の
持
続
的
な
発
揮
に
向

け
て
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た

「
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」

に
基
づ
き
、
伐
採
後
の
着
実

な
植
林
、
適
切
な
間
伐
、
路

網
の
整
備
や
、
防
災
・
減
災

対
策
の
推
進
に
必
要
な
予
算

を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。

▼
道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の

高
校
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」

（
改
訂
版
）
を
見
直
し
、

す
べ
て
の
子
ど
も
に
ゆ
た

か
な
学
び
を
保
障
す
る
高

校
教
育
を
求
め
る
意
見
書

（
一
部
抜
粋
）

道
教
委
は
、
広
大
な
北
海

道
の
実
情
を
鑑
み
、
中
学
卒

業
者
数
の
減
少
期
だ
か
ら
こ

そ
少
人
数
で
も
運
営
で
き
る

学
校
形
態
を
確
立
す
る
、
学

級
定
数
の
改
善
を
行
う
な
ど
、

地
域
の
高
校
存
続
を
基
本
に
、

希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も

に
ゆ
た
か
な
後
期
中
等
教
育

を
保
障
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
や
子

ど
も
の
意
見
・
要
望
を
十
分

反
映
さ
せ
、
地
域
の
経
済
・

産
業
・
文
化
の
活
性
化
を
展

望
し
た
新
た
な
「
高
校
配
置

計
画
」「
高
校
教
育
制
度
」

を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

以
上
の
趣
旨
に
も
と
づ

き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
意

見
し
ま
す

①
道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の
高

学
び
を
保
障
す
る
た
め
、
学

習
指
導
要
領
の
内
容
精
選
お

よ
び
標
準
授
業
時
数
精
選
を

は
か
り
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」
の
早
期

改
善
を
は
か
る
よ
う
要
請
す

る
。

う
要
請
す
る
。

②
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
、

教
材
費
な
ど
保
護
者
負
担
の

解
消
や
、
図
書
費
な
ど
に
つ

い
て
国
に
お
い
て
十
分
な
確

保
、
拡
充
を
行
う
よ
う
要
請

す
る
。

③
就
学
援
助
制
度
・
奨
学
金

制
度
の
更
な
る
拡
大
な
ど
、

就
学
保
障
の
充
実
に
向
け
、

国
の
責
任
に
お
い
て
予
算
の

十
分
な
確
保
、
拡
充
を
は
か

る
よ
う
要
請
す
る
。

④
小
中
高
「
30
人
以
下
学
級
」

の
早
期
実
現
に
む
け
て
、
学

級
編
制
標
準
を
順
次
改
定
す

る
よ
う
求
め
る
。
当
面
、
中

学
・
高
校
へ
の
「
35
人
以
下

学
級
」
拡
大
を
求
め
る
。
ま

た
、
増
加
し
続
け
る
不
登
校

や
い
じ
め
、
自
死
な
ど
子
ど

も
た
ち
の
解
決
す
べ
き
問
題

を
改
善
す
る
た
め
教
職
員
定

数
改
善
や
加
配
教
員
増
員
を

は
か
る
と
と
も
に
、
教
頭
・

養
護
教
諭
・
事
務
職
員
の
全

校
配
置
の
実
現
の
た
め
、
必

要
な
予
算
の
確
保
・
拡
充
を

は
か
る
よ
う
要
請
す
る
。

⑤
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な

校
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
（
改

定
版
）」
を
見
直
し
、
地
域

の
教
育
や
文
化
、
経
済
や
産

業
な
ど
地
域
の
衰
退
を
招
か

な
い
た
め
、
少
人
数
で
も
運

営
で
き
る
学
校
形
態
を
確
立

し
地
域
の
高
校
を
存
続
さ
せ

る
こ
と
。

②
す
べ
て
の
道
内
公
立
高
校

の
学
級
定
員
を
30
人
以
下
に

引
き
下
げ
る
こ
と
。

③
教
育
の
機
会
均
等
と
子
ど

も
の
学
習
権
を
保
障
す
る
た

め
、「
遠
距
離
通
学
費
等
補

助
制
度
」
の
５
年
間
の
年
限

を
撤
廃
す
る
こ
と
。

④
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
・
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
希
望
す

る
す
べ
て
の
子
ど
も
が
地
元

の
高
校
で
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
後
期
中
等
教
育
を
保
障
す

る
た
め
、「
地
域
合
同
総
合

高
校
」
の
設
置
な
ど
、
ゆ
た

か
な
高
等
教
育
を
実
現
す
る

た
め
検
討
を
す
す
め
る
こ
と
。

②
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を

推
進
す
る
た
め
、
優
良
種
苗

の
安
定
供
給
、
鳥
獣
害
・
病

虫
害
な
ど
森
林
被
害
対
策
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ
る
ス

マ
ー
ト
林
業
の
推
進
、
木
材

加
工
・
流
通
体
制
の
強
化
、

建
築
物
の
木
造
・
木
質
化
や

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用

の
促
進
な
ど
に
よ
る
道
産
木

材
の
需
要
拡
大
、
外
国
人
材

も
含
め
た
森
林
づ
く
り
を
担

う
多
様
な
人
材
の
育
成
・
確

保
な
ど
に
必
要
な
支
援
を
充

実
・
強
化
す
る
こ
と
。




